
 

 

 

 

 

＜令和５年度シルバーの日・社会奉仕活動＞   

毎年１０月第３土曜日は、シルバーの日と定

められ、全国のシルバー人材センターがボラ

ンティア活動や普及啓発活

動をおこなっています。令和

５年度は１０月２１日に会員

理事総務委員会が会員の

自主運営として活動

を企画実施しました。

当日１００名（会員・事

務局役職員）の参加

があり、間瀬彰久事

務局長の司会進行で開会

行事を行いました。まず松

南宏次理事長よりボラン

ティア活動への参加に感

謝し、引続き橿原シルバ

ーの事業拡大に会員さんと共に取り組み、事

故の無い就業に心がけて頂きたいとの開会

の挨拶がありました。続いて、亀田忠彦橿原

市長よりボランティア活動に敬意を

表し、高齢化が進む状況下において

シルバー人材センターでの活動を通

じて橿原市政にご協力頂いている皆

さんに感謝し、センター会員の皆さ

んがこれ

か ら も 現

役世代と

共に市の発展に力

添えを頂き、本日の

行動には体調管理

に留意され無事故

で活動をとの激励

の挨拶がありました。その後集合写真撮影を

行い、日裏康夫常務理事より４班編成（各班

長は会員理事）の清掃担当場所や作業上の

注意事項の確認連絡の後、各班が担当区域

に分れ、中央公民館、万葉ホール周辺や駐車

場の清掃ボランティア作業を行いました。

『家事援助サービス就業会員研修会』 

令和５年１０月１８日（水）中央公民館第２会議

室で午前と午後に分

け、「清掃」について

掃除の仕方、注意す

るポイント、洗剤や漂

白剤など基礎知識や

掃除手順の研修会

を開催しました。研修会は事務局職員がテキ

ストによる解説をおこない５０名の参加があり

ました。 

掃除場所（玄関、台所、浴室など）に応じた手

順や雑巾やスポンジなど用品

の効果的な使用方法、洗剤や

塩素系漂白剤の安全確保の

取り扱いなどを会員相互で学

び認識を深めました。 
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＜事故発生件数＞ 

年度 
物損

事故 
職群別内訳 

傷害

事故 
職群別内訳 付記 

Ｈ３０ １８ 

草刈  １２  草引  １剪定  ４   

一般 １   
８ 

剪定 ２  草刈 ３ 派遣 ３ 年度 

実績 

Ｒ１ １３ 

剪定 ９   草刈 ４  

 
１３ 

剪定 ３  草刈 １ 草引 ２  

派遣 ３  一般 ４ 

年度 

実績 

Ｒ２ １８ 

剪定 ６   草刈 ９ 草引 １  

家事援助 １ 一般 １ ３ 

剪定 １  草刈 １ 

派遣 １ 

 

年度 

実績 

Ｒ３ １６ 
剪定 ３   草刈１２ 

草引 １ 
３ 

剪定 １  草刈 １ 

派遣 １ 

年度 

実績 

R４ ９ 
剪定 ３   草刈 ４ 

草引 １   家事援助 １ 
６ 

剪定 ３  広報配布 １ 

その他軽作業 ２ 

年度 

実績 

 

平成３０年度から令和４年度までの事故発生件数は上記の表のとおりです。令和４年度の業務別

の事故発生状況は、傷害事故では剪定班３件、広報配布１件、その他軽作業２件の計６件、発生

件数は前年度より３件増加しました。傷害事故の内容は、剪定班で脚立からの転倒、トリマーに

よる手の切創事故、チェーンソーのキックバックによる手の負傷事故が発生しており、他に自転車

の転倒事故、検針中の転倒事故となっています。 

作業機材を使用する作業では、作業機材の取扱いの基本を徹底する必要があります。 

また、物損（賠償）事故は剪定班３件、草刈班４件、草引班１件、家事援助１件の計９件の発生が

あり、事故内容は、飛び石による車両や施設の破損４件、車両移動時の施設接触事故２件、剪

定中の電話線切断や住宅付帯設備破損２件、清掃作業中の電動網戸破損１件となっています。 

事故発生件数は前年度より７件減少していますが、作業前の周囲状況確認を徹底する必要があ

り、草刈班では依然刈払機による事故も発生していることから刈払機の取り扱いや作業基準の順

守が必要です。 

次に、安全パトロール実施結果は、延べ１９日１０３現場をパトロールし、指導件数７６件で安全就

業違反が４８件（昨年度２１件）発生しており前年度より２７件増加しました。安全就業違反は事故

発生要因となることから、安全意識の向上が望まれます。 

安全就業推進母体の安全就業対策委員会は、１１回開催され、安全パトロールの結果分析や安

全就業講習会、作業機材の取り扱い講習会などの取組を推進してきました。安全就業は会員一

人ひとりが責任者であり、無事故を目指し、作業前の「安全ミーティング」を確実に実施し、危険予

知の意識を向上させる取組を作業班、会員個々で実践してください。 

 

２０２４．１－３月期安全就業標語 

【 みんなで作ろう 安全就業 】 

 


